
最
襄
級
の
醤
油
,
発
売

5
月
器
日
に
、
「
最
襄
級
の
醤
油
」
が
発

光
さ
れ
た
製
造
元
で
あ
る
咽
有
田
屋
は
、

江
.
戸
末
期
の
1
8
3
2
 
灸
保
3
)
年
に
中

山
適
・
上
州
安
中
宿
沿
い
に
創
業
さ
れ
た
、

伝
統
あ
る
醤
油
醸
造
元
で
あ
る

有
田
屋
が
あ
る
の
は
群
馬
県
安
中
市
新

島
一
業
帰
国
後
初
め
て
福
音
の
種
を
情
い
た

歴
史
的
な
場
所
で
あ
り
、
一
言
う
ま
で
も
な
く

同
志
社
と
は
非
常
に
ゆ
か
り
の
深
い
上
地
で

あ
る
。
ま
た
3
代
目
当
主
で
あ
る
湯
浅
治
郎

氏
は
、
新
島
に
師
事
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教

え
を
受
け
た
い
わ
ぱ
「
教
え
子
」
で
あ
り
、

後
に
同
志
社
理
事
や
衆
議
院
議
員
も
務
め
た

そ
の
教
え
に
根
ざ
し
た
も
の
づ
く
り
の
精
神

は
、
い
ま
だ
に
有
田
屋
の
醤
油
造
り
に
活
か

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
同
志
社
に
お
け
る
「
湯

浅
」
と
い
ぇ
ぱ
、
同
志
社
徽
章
を
制
定
し
た

詩
人
・
オ
リ
エ
ン
ト
学
者
の
湯
浅
吉
郎
(
半

月
)
、
第
円
・
伐
代
同
志
社
総
長
を
務
め
た

担
幾
八
郎
が
い
る
が
、
治
郎
か
ら
見
て
吉
郎

が
実
弟
、
八
郎
が
・
恩
子
で
あ
る
こ
の
あ
た

り
か
ら
も
、
同
志
社
と
湯
浅
家
・
有
田
屋
の

深
い
関
わ
り
が
う
か
が
え
る
。

「
白
取
襄
級
の
醤
油
」
は
、
明
治
期
か
ら
の

仕
込
み
蔵
で
、
古
来
か
ら
の
天
獣
璽
旧
法
で

じ
つ
く
り
醸
造
し
た
濃
口
醤
油
を
べ
ー
ス
と

し
た
も
の
。
素
材
は
2
年
問
じ
っ
く
り
寝
か

せ
た
群
馬
県
産
大
豆
を
1
0
0
%
使
用
、
調

味
料
は
本
み
り
ん
や
料
理
酒
も
厳
選
し
た
も

の
の
み
と
徹
底
し
て
お
り
、
そ
の
こ
だ
わ
り

ぶ
り
は
、
有
田
屋
の
現
社
長
が
数
ケ
月
問
も

京
都
の
料
理
屋
に
通
っ
て
試
行
錯
誤
を
重
ね

た
こ
と
か
ら
も
筋
金
入
り
だ
。
さ
て
味
に
つ

て
だ
が
、
有
田
屋
本
来
の
関
東
風
の
濃
い

い味
で
は
な
く
、
関
西
風
の
薄
味
に
ア
レ
ン
ジ

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
関
西
風
す
き
焼
き

は
も
ち
ろ
ん
、
煮
物
・
焼
き
物
や
演
け
マ
グ

ロ
、
卵
か
け
こ
飯
な
ど
の
幅
広
い
楽
し
み
方

が
で
き
そ
う
だ
。

同
志
社
大
学
と
有
田
屋
初
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
品
と
な
る
「
最
襄
級
の
醤
油

じ
っ
く
り
と
熟
成
さ
れ
た
こ
の
縁
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

0
1
一
"
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6
0
0
キ
ロ
の
彼
方
か
ら
の
授
業
支
援
に
奮
闘
U

1
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
大
学
へ
の
応
援
・
モ
バ
イ
ル
型
遠
隔
情
報
保
障
シ
ス
テ
ム
ー

同
志
社
大
〕
季
生
支
援
セ
ン
タ
ー
・
障
が
い
学
生
支
援
室

京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課
長

3
月
Ⅱ
日
、
宮
曾
小
沖
ナ
'
源
と
し
た
巨

大
地
震
は
津
波
禦
足
も
合
わ
さ
っ
て
東
北

地
方
に
大
き
な
爪
跡
を
残
し
た
。
被
災
エ
リ

ア
に
立
地
す
る
多
く
の
大
学
も
教
育
研
究

設
備
か
ら
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
設
備
ま
で
甚
大
な
損
筈
を
受
け
、
授
業

開
始
も
大
幅
な
遅
れ
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
各
大
学

で
学
ぶ
禁
い
の
あ
る
学
生
へ
の
授
業
支
援

の
問
題
が
発
生
し
た
が
、
聴
覚
障
が
い
学
生

へ
の
支
援
組
織
で
あ
る
「
日
本
馨
障
害
学

生
高
等
教
育
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

今
弔
Z
含
1
、
山
勺
旦
」
が
、
筑
波
技
術
大
学

が
開
発
し
た
「
モ
バ
イ
ル
型
遠
隔
情
報
シ
ス

テ
ム
」
を
活
用
し
た
授
業
支
援
の
呼
ぴ
か
け

を
全
国
の
迎
携
大
学
を
中
心
に
行
っ
た

こ
の
モ
バ
イ
ル
型
遠
隔
情
都
シ
ス
テ
ム
と

は
情
蝦
保
障
が
必
要
な
場
折
か
ら
遠
く
籬

れ
た
場
所
に
い
る
通
肌
者
が
連
携
し
な
が
ら
、

ス
ピ
ー
カ
ー
の
,
葉
を
間
き
取
っ
た
「
パ
ソ

コ
ン
要
約
鮮
乢
」
の
内
{
谷
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
、
聴
党
障
が
い
者
が
手
兀
に
持

つ
携
山
砥
話
や
羣
0
ヨ
の
画
面
に
り
ア
ル

タ
イ
ム
に
発
信
し
、
写
し
出
す
と
い
う
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
特
長
と
し
て
、
被
災
地
側
が

用
意
す
る
の
は
、
弓
ン
今
n
と
専
用
マ
イ
ク
だ

け
で
特
別
な
設
備
が
何
も
い
ら
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る

こ
の
特
長
を
う
ま
く
活
か
し
支
援
に
あ
た

つ
た
遠
隔
地
の
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

弌

た
ち
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
っ
て

ノ

被
災
地
の
大
学
で
授
業
を
受
け
る
聴
覚
障
が

い
学
生
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

本
学
に
お
い
て
も
、
支
援
要
請
に
た
だ
ち

に
応
え
て
、
「
モ
バ
イ
ル
型
遠
隔
情
報
シ
ス

テ
ム
」
の
技
術
講
習
を
筑
波
技
術
大
学
か
ら

4
月
に
受
け
、
 
5
月
6
日
か
ら
宮
城
教
育
大

学
の
授
業
支
援
を
開
始
し
た
。

現
在
、
東
北
地
方
の
複
数
の
大
学
の
授
業

を
全
国
Ⅱ
大
山
赤
支
援
し
て
い
る
が
、
な
か

で
も
最
大
の
学
生
支
援
ス
タ
ッ
フ
数
(
約
即

名
)
を
擁
し
て
い
る
の
が
本
学
学
生
支
援
室

の
学
生
た
ち
で
あ
る

寒
梅
館
2
階
に
「
東
北
地
区
大
学
情
報
保

障
支
援
室
」
を
2
室
設
智
し
、
自
分
た
ち
の

授
業
の
合
問
を
縫
っ
て
、
宮
城
教
育
大
学
、

左ー
ー
一
"<

東
北
福
祉
大
学
、
東
北
生
活
文
化
大
学
の
授

業
支
援
(
週
8
コ
了
を
精
力
的
に
扣
っ
て

い
る
。日

頃
の
学
内
で
の
倩
報
保
障
と
は
異
な
り
、

遠
隔
か
ら
の
音
声
だ
け
に
ょ
る
情
報
を
拾
い
、

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
、
発
信
す
る
と
い
う
高
い

集
中
力
と
技
術
力
が
求
め
ら
れ
る
が
、
支
援

を
受
け
た
聴
覚
障
が
い
の
学
生
た
ち
か
ら
は
、

益
諾
地
で
入
力
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
質
の
高
い
字
幕
に
な
っ
て
い
る
」
と
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

5
月
6
日
の
支
援
開
始
以
来
、
こ
れ
ま
で

に
延
霜
1
1
3
コ
マ
(
約
1
万
時
問
)
の

授
業
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

東
北
の
被
災
大
学
の
授
業
が
正
常
化
す
る
ま

t

で
、
遠
く

〆
、
籬
れ
た
京

都
の
地
か

ら
の
応
援

を
続
け
て

、
,

い
き
た
い

一

田
鍋
耕
三
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現
代
社
会
学
部
講
演
会
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
(
震
災
復
興
編
)
」
公
演

同
志
社
女
子
太
学
現
代
社
会
学
部
で
は
、

社
会
シ
ス
テ
ム
学
会
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト

「
震
災
復
興
に
向
け
て
同
女
か
ら
工
ー
ル
を

送
ろ
う
」
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
東

日
本
大
鴛
火
に
お
け
る
被
災
者
の
心
の
ケ
ア

に
取
り
組
ん
で
い
る
宮
城
県
名
取
市
の
医
師

で
あ
り
、
か
つ
紛
争
地
や
災
筈
の
現
場
で
の

国
際
医
療
恊
力
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
N
P

0
法
人
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」
(
ず
弓
一
＼
＼
ー
.

や
§
姻
n
o
R
.
0
"
伽
＼
)
代
表
の
桑
山
紀
彦
氏
を

お
招
き
し
て
公
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」
は
、
代
表
の
桑
山

氏
が
海
外
で
の
体
験
や
国
際
協
力
の
活
動
に

つ
い
て
、
現
地
で
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
や
写
貞

を
投
影
し
な
が
ら
、
自
ら
作
曲
し
た
歌
唱
と

ギ
タ
ー
演
奏
と
語
り
で
構
成
す
る
メ
デ
ィ
ア

ミ
ッ
ク
ス
型
の
公
演
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
は
、
同
志
社
女
子
大
学
(
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ろ
新
島
記
<
需
堂
で
、
 
6
月

器
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
外
部

般
の
方
も
含
め
て
約
2
0
0
名
で
し
た

叉

内
{
谷
は
、
ジ
ャ
ワ
島
震
災
、
パ
レ
ス
チ
ナ

ノ

紛
争
、
ヒ
ロ
シ
マ
原
爆
、
東
日
本
大
震
災
の

4
つ
か
ら
構
成
さ
れ
、
特
に
今
回
は
自
ら
が

被
災
し
た
者
と
し
て
、
被
災
者
の
医
療
や
こ

ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
担
い
な
が
ら
の
「
証
叩
り
」

で
あ
り
、
外
部
者
と
内
部
者
の
複
合
し
た
視

レ
祭
印
象
的
で
し
た
。

公
演
後
、
桑
山
氏
を
囲
む
会
で
は
、
準
備

藤
原
孝
章

女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授

や
進
行
を
担
っ
た
、
社
会
シ
ス
テ
ム
学
会
の

「
国
際
こ
ど
も
研
究
会
D
E
C
」
の
学
生
た

ち
が
事
前
学
習
を
踏
ま
え
た
質
問
を
し
て
意

義
あ
る
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

、

0
0
仂
工
一
m
l
>
-
0
旦
0
仂

、
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桑山紀彦氏を囲む交流会


